


はじめに

このたびは、 iC-2340/M/Dを お買い上げいただきま してま

ことにあ りがとうこざいます。

本機は、VHF(144MHz帯 )と UHF(430MHz帯 )の 2バ

ン ドを搭載 した、デュアルバン ドFMトランシーバーです。

操作性と視認性を大幅に、向上 したうえに、V/Uの同時受信

は元よ り、オプシ ョンを装着することでマイクからコン ト回一

ルする リモー ト機能などが可能にな ります。

こ使用の際は、この取扱説明書をよ くお読みいただき、本機

の性能を十分に発揮していただくとともに、末長くこ愛用ください

ますようお願い申し上げます。
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１一
一ご使用の前に

本機はDC13日 8V仕様です。

24V系バッテリーの車、およびAC100Vに は直

接接続しないでください。

シンナーやベンジンは絶対に使わない
でくださしヽ。

通常は乾いた布で、汚れのひどしヽときは水で薄め

た中性洗剤をひたして拭いてください。

直射日光のあたるところに長時間放置
しないでください。

炎天下では車内の温度が極端に上昇し、本機に悪

影響を与えます。また、真冬は車内の温度を上げ

てからご使用ください。

長時間送信すると熱くなりますが、
常ではありません。

できるだけ風通しのよしヽ、放銀の妨げにならなしヽ

場所を選び、特に子供や周囲の人が放熱部を触れ

ないようにご注意ください。

高温、多湿やホコリの多いところでの
使用はさけてください。

内部のコアーやトリマーをさわらない
でください。

夕

,'

i)F｀

舌q套墓動

完全調整していますので、本書で指定のないとこ

ろをさわると故障の原因になります。

5β儒
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ご使用の前に 1

電波 を発射 する前 に

八ムバンドの近くには、多くの業務用無線局の周

波数があり、運用されています。

これらの無線局の至近距離で電波を発射すると、

アマチュア局が電波法令を満足していても、不測

の電波障害が発生することもありますので、十分

ご注意ください。

特に次の場所での運用は原則として行わす、必要

な場合は管理者の承認を得てください。

民間航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、業務

用無線局および中継局周辺など。

電波障害について

運用中電波障害が発生したときは、ただちに運用

を中止して、自局の電波が原因であるのか、ま

た、障害を受けている機器側にあるのかを、よく

確かめたうえで適切な対策を講じてください。

」AttL(日本アマチユア無線連盟)では、アマ

チュア局の申し出により、その対策と障害防止の

相談を受けておりますので、」AttLの監査指導

員または」ARL事務局に申し出られるとよい

結果が得られると思います。

また、』ARLではアマチュア局の電波障害対策

の手引きとして「TVI・ ステレオ I対策ノート」

を有料配布していますので、」ARL事務局へお

聞い合わせください。

オ伸 名の
Nttvヽが二作=

アマチュアバンド使用区分 ●使用区分にそって運用してください。

144MHz帯   1周波数 :MHz

EME司 02  AM/データ、画像 FM/データ、画像

14400

非常通信周波数

10       50     60   75             145

呼出周波数り:常通信周波数―一」 非常通信周波数

430MHz帯  1周波数 :MHz
非常通信周波数

FM/データ、画像

43210 43300    43400  43500

1-一 呼出周波数・非常通信周波数

AM/データ、画像

EME

43800 43900
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=2
各部の名称と機能

l

L__生_度■_」

本機のスイッチは短く押すとき (自色表示の機能)

がいます。本書では、短く押す操作を “lpush"、

「

~~~~~~1

と_yJE里 _Iと ___」

と、長く押すとき (青色表示の機能)で機能がち

長く押す操作を “lsec"と表示しています。

|ィ互揮爵ヨ

ィョヨヨ軍軍

名   称 認 星経ご走と墨羅冒翌 晶 轟こ隆鍬躍習
① POWER

(電源)スイッチ

約0.5秒押すことに本機の電源を “ON/OFF"(CP15)し ます。

② MUTE(ミ ュー

ト)スイッチ
と。〃仰 力,

スイッチ

受信ミュート機能 (tFFP47)を “CIN
/OFF"し ます。

送信出力rαPりを″り富えま先

⑮ 口UF〔アユ7
レックス)スイ
ツチ

TONErトーン

'スイッチ

通再の質信をす0ンンフレツクス職

能 (CP15)と、送受信の周波数を変

えて交信するデュプレックス機能

(CP27)を切り替えます。

イアンヨンのか
~ン

ステ胸アユ三ット
rけ T晰り期 、トーンスケルチ構
彦rαP4ゆと、ポケットビージ線 rα

P組)を切り雷えます。

④ M/CALL(メ
モリー/コ ール

チャンネル)ス
イッチ

P用 ′0
rプライオツティブ

スイッチ

V/U別 々 に、VFClモ ー ドか ら

MEMO(メ モリー)モードまたは

CALL― CHモードにします。以後、

押すごとにMEMOモードとCALL
―CHモードを切り替え (CP14)ま
す。PR10(プ ライオリティ)スキャ

ン動作時は “解除"(α P35)し ます。

1//U別 r々t~、 P用′θrプライオツテイ)

スキャンを`軟タート"rCPJ47L/ま す。

⑤ V/MHz(ブイ
エラオー/メ ガ
ヘルツ)

スイッチ

V/U別々に、周波数を可変 (設定)す

るためのVFOモード(CP14)に し

まする

VFOモード時は、lMHzステップの

周波数可変操作(會 P18)に なります。
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各部の名称と機能 2

称名 認累たご縫羅昌攣 品 鮪望と%開習
③ SET(セ ット)

スイッチ
とocKrgッ ク,

スイッチ

スキヤンやレピータ運用時の各種運
用条件を設定するSETモード (C
P36)になります。
SETモード操作時は、SET項目を
進行表示します。

ダイヤルや吾スイッチ機能を無効rt~t/

こ 周波数をロック健産 ,rαP479レ
ます。

② SPCH(スピ
ーチ)スイッチ
MW伊モツーラ

イト)スイッチ

オプションの音声合成ユニット(UT
-66)装着時は、MAIN(メ イン)バ
ンドの表示周波数を音声で知らせ
(CP44、 48)ます。
SETモード操作時は、セット項目を
逆行表示します。

表示周波数をメモツーしたりr弓平 rジ、
メモツー周波数をyrr。へ転さ 作 P
22't/ます。
※“ピッピピリ帰るまで押t/てくだct

ιl。

③ DTMF(ディー

テイーエムエフ)

スイッチ

SCAArrス キヤ

ン,スイッチ

オプションのDTMFエンコーダー/

デヨーダーユニット(UT-55)装 着時
は、ページャー機能 (CP51)と、コ
ードスケルチ機能(CP51)、 リモート
機能 (CP57)を切り替えます。
各種のスキャン機能動作時は “解除"

(CP29)します。

吾窟のスキャン構材rαP翻を イズタ
ート"します。

③ VOL(音量)ツマミ V/U別々に、受信時の音量を調整 (CP16)します。

MONI(モニタ
ー)スイッチ

スイッチを押すとスケルチで消された弱い信号を聞きたいときに、ワンタッ
チでスケルチを開くモニター機能 (CPIG、 26、 28)が動作します。
※モニターしたい間だけ押し続けてください。

⑬ SQL(ス ケル
チ)ツマミ

V/U別々に、無信号時の雑音を消すスケルチ調整 (CP18)ツマミです。

① ダイヤルツマミ V/U別々に、本機の使用状態に応じて、周波数の設定やM―CH(メ モリーチ
ヤンネル)の切り替えを行います。
●VFClモード時は、周波数の設定 (CP15)ができます。
●MEMClモード時は、M― CHの切り替え (CP20)ができます。
●SETモードおよびイエシャルSETモード時は、運用条件の設定 (C

P37、 41)ができます。
●スキヤン中は、スキャン方向の切り替え (CP29)ができます。

MAlN(メ イン)

スイッチ

SUg伊フリ

スイッチ

送受信するMAIN(メ イン)バンドを

設定します。

受信莞 齢 のSυg rサ功 /tンド
に、D抑摩玖 イッチ以外悌 能を設
定するときのサ7川ンドアクセス機能
を`ON/OF戸 "します。
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2 各部の名称と機能

2-2 マイクロホン(HM口78)

2-3 ディスプレイ(表示)

ディスプレイの上側だけを記載した図です。

上側の表示は144MHz帯、下側は430MHz帯を表示しています。

①～ ①の表示は、MAINバンドだけで動作します。

― T

“

・D, MuTE

畠爵軍
S

辞
ｌ

①

ＣＰＧＲ
ｌ

⑭

０印
↑ｌ
①

Ｒ

一５

称名 お も な は た ら き

① PTT(プ ッシュ

・トウ・トーク)

スイッチ

送信と受信を切り替えます。

スイッチを押しながらマイクに向つて話しかけると送信状態(CP19)、 スイ

ッチを離すと受信状態になります。

③

③

UP(ア ップ)

DN(ダウン)

スイッチ

●VFOモード時は、周波数の設定 (CP15)ができます。
●MEMOモード時は、M―CHの切り替え (EtrP20)ができます。
●約0.5秒以上押すと、スキャン動作 (CP29)になります。

前面パネルのスイッチ機能を、UPスイッチで操作できるようになるユーザ

ーフアンクション (CP45)にもなります。

④ LCICK(ロッ

タ)スイッチ
PTT以外のスイッチおよびキーの “有効/無効"を切り

替えます。“ONい の位置で、それらが無効になります。
」ＯＣＫ剛

1爵軍軍罫罫軍



各部の名称と機能 2

一不表 容内の表 不

① ロ 送信中を表示します。

② m 送受信できるバンド(MAINバ ンド)を表示します。

③
…

8UBバンドでアクセス(操作)できることを表示します。

④  DUP一 T レビータ運用またはデュプレックス機能が運用できることを表示
します。

⑤   T SQL トーンエンコーダー (“T"のみ点灯)、

が運用できることを表示します。

またはトーンスケルチ機能
(オプション機能)

⑥ T SQLtt・ 〕〕
ポケットビープ機能が運用可能、
しを受けたことを表示します。

またはポケットビープで呼び出
(オプション機能)

② MUTE 受信ミュート中を表示します。

③   BUSY ●受信状態でスケルチが開いてしヽることを表示します。
●モニター操作中は点灯します。

③ 出軍軍

●MEMO(メ モリー)モードおよびMい oH(メ モリーチャンネ
ル)番号を表示します。

●CALL-OHモ Tド 時は“(亙Eンが消灯し、M― cH表示部に
“C"を表示します。

●“(SKIP)"は 、メモリースキャン時にスキップさせるチャンネ
ルを表示します。

●メモリースキャン時は、“(匝D"が点減します。

①   日回1日 1日 1日 1回 ■■■■

●受信時は、受信信号の強さを示すSイ ンジケーターとして表示
します。

●送信時は、送信出力(3段 階)のインジケーターとして表示します。

①   C SQL コードスケルチ機能が運用できることを表示します。

(オプション機能)

① PGR ページヤー機能が運用できることを表示します。 (ォ プション機能)

①   REMO
点灯時 :リ モートモード中を表示します。  (ォプション機能)

点減時 :□TMF信号によるマイクリモート操作ができることを
表示します。 (オプション機能)

① 軍軍ヨ軍爵軍s

●通常は、運用周波数を表示します。
●SETモードまたはイニシャルSETモード時は、セットする項
目を表示します。

●スキヤン時は、MHz桁のデシマルポイントが点滅します。

⑮   LOW☆ “LCIW2"であることを表示しま
HIGH時は何も表示しません。

送信出力が “LOWi"ま たは
す。LOW2時は☆印が点灯し、

① PR,0 プライオリティスキャンの動作中を表示します。

6



2 告部の名称と機能

2-4 後画パネル

MiOコ ネクター正面図

ビン8:NC(末使用)

ビン7:E(PTTのアース)

ビン8:MiC(マ イク入力)

ビン5:MIC E(マ イクのアース)

ビン4:PTT
ビン3:AF OUT(UHF帯の検出出力)

ビン21MiC UD(ア ップ/ダウン)

ピン1:+3V(3V/10「 nAの出力)

クーリングフアン

対 C‐2340に はありません。

‖‖

称名 お も な は た ら き

① 438MHz SP
外部スピーカー
ジャック

② 144MHz SP
外部スピーカー

ジャック

外部スピーカーを接続するジヤックです。

1外部スピーカーを①と②に腰橋したとき、①は430MHz再、②は144MHz
帯で動作します。

●外部スピーカーを①だけに接続したときは両バンドで動作し、内蔵スピー

カーは動作しません。
●外部スピーカーを②だけに接続したとき、②は144MHz帯、内蔵スピーカ

ーは430MHz帯で動作します。

オプションの外部スピーカー (SP-10ま たはSP-12)をご利用ください。

③ MiC(マ イクロ

ホン)

コネクター

付属のマイクロホン(HM-78)を 接続するコネクターです。

また、オプションのDTMFメ モリー付き八ンドマイクロホン(HM-77)も こ

利用くださしヽ。

④ ANT(ア ンテ

ナ)コネクター
デュアルバンドアンテナを接続(CP10)するコネクターです。

デュプレクサー(分配器)を内蔵していますので、アンテナは市販のV/U(144
/430MHz帯 )デュアルバンドアンテナを使用してください。

⑤ 口C13.BV
(電源)

コネクター

DC13.8Vの電源入力(CP9)コ ネクターです。

付属のEIC電源ヨードを使用して、車載時はカーバッテリーに、屋内運用時

はEIC13.BVの外部電源装置に接続してください。

一７



設置と接続

3-1 車載時の取り付け場所

車への取り付けは、下図のような位置をおすすめします。

安全運転に支障のない場所を選んでください。

3-2 取り付けかた

付属の車載ブラケットを利用 し、ブラケットが しっか り固定される場所に取 り付けます。

3=

8

●車内での取り付け例

◎直射日光のあたる場所やヒーター、クーラーの吹き出し回など、温度変化の激しい場所への設置
は、極力さけてください。
特に夏期の日中、ドアを締め切つた状態で長時間放置しますと、室内温度が極端に上昇し、本機に
悪影響を与えることがありますので、こ注意ください。

コンソールボックスの中

ダッシュボードの下

コンソールボックスの横

●車載ブラケットの取り付けかた

タッピング
ビスの場合

車体などに固定または貼 り

付けるときは、タッピング

ビスまたは両面テープをご

利用 ください。

あらかじめブラケットの取り付け位置に、55～ 5 8mm程度の
穴を4ケ所ドリルであけておく。タッピングビスの場合は3mm

程度の大をあけておく。

●MiCコ ネクターの固定方法

フランジボルト



3 設置と接続

3-3 電源の接続

電源は車のバッテリー (12V系 )に、直接付属のDC電源コー ドで接続してください。

DC電 源コー ドの画B線は、本機を接続する前に行ってください。

①かための針金をエンジンルームからグロメットを買通させて車内へ引き込みます。

○針金にDC電源ヨードをからませ、針金の先端をベンチなどで曲げテープを巻いて、エンジ

ンルームヘ引き出します。

③バッテリーまでDC電源コードを配線し、あまった分を切り落とします。

④DO電源コー ドは赤色が①プラス側、黒色が○マイナス側になっていますので、間違えない

ようにバッテリーの端子に取り付けます。

●電源接続時のこ注意

24V系バッテリーの車は、その
ままでは接続できません。D0

‐―DCコ ンバーター (24Vを 13.8

Vに 変換する)が必要です。
お賞共げの販売店にご相談くだ
さ い 。

シガレットライターから電源を
とると、接触不良を起こしたり、
誤動作の恐れがありますので、
さけてください。

●車内からエンジンルームヘの日己緑 ●本機とバッテリーの接続

針金 チープ
ヽ

DC電源
ヨード

(十 )側
固定局としてこ使用の
場 合 は、DCi3.8V・
45A(lC-2340M:8,0
A(lC-2340D:10.5
A)以 上の安定化電源
が必要です。

ヒューズ

グロメット

9



3-4 アンテナの接続

トランシーパーの性能は、使用するアンテナ
の良否によって大きく左右されます。目的に

合ったアンテナを、正しい状態で使用するこ
とをすすめます。

①アンテナは後面パネルのANTコ ネクター

に接続してください。

○市販の車載アンテナは、同軸ケーブルが付

属されていますが、できるだけ短くなるよ

うに配線してください。

③同軸ケーブルの引き込み部から、雨水が入
らないようにご注意ください。

■同軸ケーブルについて

設置と接続 3

●アンテナの取 り付け場所

①ルーフサイド型
②ルーフトップ型
③トランクリッド型
④バンパー型

アンテナの給電点インピーダンスと同軸ケーブルの特性インピーダンスは、50Qのものをご
使用ください。

同軸ケーブルには各種のものがありますが、できるだけ損失の少ないケーブルを、できるだけ
短くしてご使用ください。

●M型コネクターの取 り付 けかた

カップリング

カップリングは先に
ケーブルを通しておく

r約
30mm引

に_J前八ンダ
12～ 13mm

l～ 2mm前八ンダ

稿而卜卜引

〃三三正三コ轡緒
申
論

〃三王ヨヨコンン

ナイフ、カッター等で外被を切り
前八ンダがしやすいように外被を
抜き取つてしまわすに、12～ 13mm

の間をあけておく。

外被を抜きとり、前八ンダした編
組線を10mm程残して切りとり、内
部絶縁体をi～ 2mm残 して切りとる。
芯線にも前八ンダをしておく。

心線をコネクターに通し、図のよ
うに八ンダ付けを行う。

カップリングを図のようにコネク
ターのネジを越えるまではめ込ん
でおく。

材

●前八ンダ
ヨネクター部で八ンダ付けがし
やすくなるようにうすく八ンダ
付けをしておく部分です。

●ナイフ、カッター等を使用する
ときは、編組線、内部絶縁物等
にキズをつけないように注意し
てください。

//

■固定運用時のアンテナ

市販されているアンテナには、無指向性のアンテナと指向性のアンテナがありますので、用途
や設置スペースに合わせてご使用ください。

固定運用時の場合も、整合インピーダンスは500です。

①無指向性アンテナ(グランドプレーンなど):回一カル局やモービル局との交信に適しています。
○指向性アンテナ (八木アンテナなど)  :遠 距離局や特定局との交信に適しています。

10



=4
基本操作のしかた

4… 1 バンド (MAIN/SUB)の設定

囚バンド表示と基本機能

送受信するパンドをMAIN(メ イン)バンドと呼び、受信だけしかできないバンドをSUB(サブ)

バンドと呼びます。

また、SUBバンドの各種機能を変更するための機能をSU日バンドアクセス機能と呼びます。

一不表 能機本基

①
!ギ S.軍軍軍

ィョヨ野軍軍

MAlNブ ンヽド (VHF帯)

●送受信できます。
●各種機能を設定できます。

SUBブ ンヽド (UHF帯 )

●受信だけできます。
●共通スイッチ (MUTE、 と00K以外)の機能
は設定できません。

②
|ギ互軍軍軍

ィョヨ軍軍野

SUBノミンド (VHF帯 )

●受信だけできます。
●共通スイッチ (MUTE、 と00Kt以外)の機能
は設定できません。

MAINバンド (UHF帯)

●送受信できます。
●各種機能を設定できます。

⑥
!ィi軍軍軍    !
ィョヨ軍軍軍    ′

MAINバンド (VHF帯)

●送受信できます。
●共通スイッチ (MUTE、 とOC<以 外)の機能

は設足できません。

SUBバンドアクセス機能 (UHF帯 )

。各種機能 (DTMF以外)の設定はできますが
送信はできません。

④
|ィ互軍軍軍

m

ギョヨ軍軍軍

SUBバンドアクセス機能 (VHF帯 )

●各種機能 (EITMF以 外)の設定はできますが

送信はできません。

MAINメドンド (UHF帯)

●送受信できます。
●共通スイッチ (MUTE、 と00(以外)の機能
は設定できません。

11



基本操作のしかた 4

回 MAINバンドとSUBバンドの切り替えかた

MAINバンドの切り替えは、次のように操作をしてください。

1当岩吊届桁せ安学母会をリテ縄
HF ttHF帯の表翻ほmゆ表示が点灯す

8腫那8総
|ィ5,軍軍軍    !
ギヨヨ軍軍郵    F

VHF帯をMAlNブミンドにしたいときはVHF
帯のMAINス イッチをワンプッシュする

VHF帯の表示部に、御 AIN)表示が点灯す
る

,ィ丘罫軍罫

イョヨ軍軍揮

,

,

総
◎

SUBバンドアクセス機能を操作したいときは

SUBバンド側のSUBスイッチを約1秒押す

SUBバンド側に(SUB)表示が点灯する

!イ5,軍軍軍    f
ィゴヨ軍軍罫    ′

◎

SUBバンドアクセス機能を解除したいとき

はもう一度、SUBバンド側のSUBスイッチ

を約1秒押す

(SUB)表示が消灯する

|イ島罫軍軍

ィョヨ軍軍軍

12



4 基本操作のしかた

4-2 操作モード (VFO/MEMO/CALL口 CH)の設定

囚操作モードの種類とおもな機能

目保作モードの切り青えかた

VFOモード

MEMOモードからVFOモードに戻
したときの表示

|ィ互軍軍軍

ィョヨヨ軍軍  `一 i

CALL… CHモードからVFOモード
に戻したときの表示

!ギ互軍軍軍

ギョユヨ軍軍

I M/CALLス イッチ

|

|

I  V/MHzス イッチ

M/CALLス イッチ

一
V/MHzス イッチ

血                !

|ィ互軍軍軍    `
ギョヨ軍軍軍   |

一

‐
３

一不表 操 作 モ ー ドの 種 類 と お も な 機 能

①
|ギ宮.軍軍軍    r
ギョヨ軍軍軍    |

VFO(ブイエフオー)モード

運用周波数やメモリーに記1庸させる周波数などを

設定するときのモードです。
VFOモードでは、ダイヤルツマミおよびマイク
のUP/DNスイッチは周波数の可変操作になり
ます。

②
|ィ互軍軍軍

ギョヨ軍野軍

畠 |

∞   r

h/1EMO(メ モリー)モード

あらかじめ記憶しておいたメモリーを呼び出して
運用するモードです。

MEMOモードでは、ダイヤルツマミおよびマイ
クのUP/EINス イッチはM-OHの切り替え操作
になります。

③
!ギ島軍軍軍

ィョヨ軍軍軍

と

CALL―CH(コールチャンネル)モード

通信相手を呼び出すときのCALL-OH(呼 び出

し周波数)モードです。
●CALL-OHの 周波数

VHF帯 :145.000MHz

UHF帯 :433 000MHz

MEMOモード

血                  `

|ィ 5.軍軍軍    `
ィョヨヨ5軍  Ⅲ…

宅全 |ヽ~CH   !M/CALLス
イッチ



基本操作のしかた 4

操作モードの切り替えは、前ベージの操作展開図を参照しながら次の操作をしてください。

なお、操作モードの切り替えは、バンド(MAIN/SUB)の設定に関係なく切り替えることができます。

《例》UHF帯を操作した場合

1  晋岳晋塁済而提写点賃圭ポ〒チチをワンプッシ
ュする

M― CH表示部にCMD表示が点灯する

|イ島軍軍軍

ギョヨヨ5軍

CALL-OHモードにしたいときはUHF帯
のM/CALLス イッチをワンプッシュする

※VFOモードから移るときは、M― CH表示に“数字"が表
示されているときは2回、“c"の ときは1回押してください。

M―CH番号表示部にC表示が点灯する

|ィ互罫軍軍

ギョヨ軍軍軍愚

VFOモードにしたいときはuHF帯のV/
MHzスイッチをワンプッシュする

※2回 押したときは、lMHzス テップ表示になります。もう
一度、V/MHzスイッチを押してください。

以前の操作モードがMEMOモ ードのときは
M―CH表示部が“数字"、 CALL-OHモ ード
のときは“c"表示が点灯する

|ィ 5,軍軍罫

イゴヨ軍軍軍
=

◎
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=5
送受信のしかた

5-1 受信のしかた

《例》UHF帯を受信する場合 (VHF帯を受信するときは、VHF帯のスイッチ関係を操作してください。)

■

１

POWERス イッチを約05秒押して、電源を

“ON"にする

ディスプレイが表示される

1帽ョ軍招…‖臨

同じです
。

も源電※

①UHF帯のMAINス イッチを押して、UHF
帯をMAlNバ ンドに設定する

②または、UHF帯のSU日スイッチを約 1秒

押して、UHF帯をSUBノミンドアクセス状

態にする

◎

①珊| ヨ昌

総
細ま

ltiif甘官古

1鴇ョ野軍軍ぃ
|

|ィョ鞠軍軍班YI

VFOモードになっていないときは、UHF帯
のV/MHzス イッチを押して、VFOモードに

する

VFClモードの表示になる

1鴇ョ軍招聖‖
※VFOモードのときに操作すると、lMHzステップの可変操作(CP18)に なります。そのときは、V/MHzス
イッチをもう一度押してください。

UHF帯のダイヤルツマミを回すか、マイクの

UP/DNスイッチを押して、周波数を設定する

受信したい周波数にする

1鴇ョゴゴs眼 ‖

※周波数設定時のチューエングステップについては(CP,7)を ご覧ください。

15



送受信のしかた 5

UHF帯のVOLツマミを回して、聞きやすい

首量にする

UHF帯のSQLツマミを回して、スケルチを

調整する

◎

①割|   1鵬
Ｏ

Ｏ

信号の出ていない周波数で“BUBY"表示が
消灯し、雑音が消えるようにする

1鴨謂s軍 ‖Q
フ

VHF帯も同時に受信しれ 暢 合は、い 的 の操作をしてください。

■VHF/UHFを同時に受信したときのご注意

Vtt F/UHFの両ノミンドとも受信すると、聞きづらくなることがあります。
どちらかのバンドを優先したい場合は、

①優先しないバンド側のVOL(音量)ツマミを回して、音量を小さくする。

②SUBノミンドオートミュート機能をセットする。

この機能は、同時受信したときにMAINバンドを優先し、3UBバ ンド側の受信音をカット
します。セットの方法は、sET(セ ット)モー ド(CP38)を ご覧ください。

■受信モニター機能について

交信 している間に相手局の電波が55く なったり、弱い電波を受信 したいときに、スケルチを強

制的に開く機能です。

h/10NIスイッチを押 してしヽる間だけ、スケルチが開いて受信音をモニターできます。

中ン
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5 送受信のしかた

■チューエングステップについて

チューエングステップとは、ダイヤルツマミやマイクのUP/DNス イッチで周波数を設定す

るときの可変幅、またはスキャンするときのステツプ幅をいいます。

本機の初期設定イ直はVHF/Utt F帯ともに20kHzステップですが、他にも「5/10/12.5/15/25

/30/50」 kHzステップが選べ、各周波数帯に異なるチューエングステップを設定できます。

VFO以 外の操作モー ドでは設定できません。

1  馨言盈尼びそどた審傾手
~ドをVFClモードに設定しなおすときは、(rtrP1 5)の「2～ 3」 と同

SETスイッチを押して、SETモードにする MAINバンドがSETモードの表示になる

| 
四

少終 ィ    |

SETスイッチまたはSPCHスイッチを数回

押して、チューニングステップの項目を選ぶ

8謳ン]31愚 1愚

チューニングステップの項目を選ぶ

1鴫昭 軍 |

ダイヤルツマミを回して、ステップ幅を選ぶ

●ダイヤルツマミを回すと、チューエングステ

ップ幅が下記のように変化します。

20(工 場出荷時)←→25-3D-50
1

15-12.5-10-5

希望するステップ幅を選ぶ

1地探博 |◎

●

V/MHzスイッチ(ま たはダイヤルツマミ)を

押して、チューエングステップの設定を終了する

SETモードに入る前の表示に戻る

1戦翻  ‖

17



送受信のしかた 5

■lMHzステップの可変操作について

周波数を大きく変えたいとき (特にUHF帯 )などに便利です。

VFO以外の操作モー ドでは設定できません。

《例》UHF帯を操作する場合

1  腎曜落星催とど宮据智話『
モードをVFOモードに設定しなおすときは、(CP15)の「2～ 3」と

V/MHzスイッチを押して、lMHzステップ  lMHzステップの表示になる
表示にする

◎ ◎

1鴨宜…… ‖
ダイヤルツマミを回して、lMHz桁を設定する   lMHz桁 の数値を選ぶ

B腫那8鞄 腱 _」
※約30秒間何も操作しないときは、自動的に,MHzステップの設定を終了します。
※マイクのUP/DNス イッチで、lMHzステップの可変操作はできません。

V/MHzスイッチを押して、lh/1Hzス テップ  lMHzステップに入る前の表示に戻る
の設定を終了する

◎

（珊|   1椎
◎

（ 1鴇招5軍 ‖

■送受信時のこ注意

①周波数の相互関係 (整数倍または1/整数など)に よっては、vHF帯で送信した信号をUHF
帯で受信すると、ノヽウリングが発生しますのでご注意ください。

《例》送信周波数 :144.000N/1Hz

受信周波数 :432.000MHz

O送信中に、受信している周波数帯のスピーカー出力がマイクから入り、相手局が聞きにくい

ことがありますので、受信している周波数の首量を下げてこ使用ください。

18



5 送受信のしかた

5-2 送信のしかた

④ 」》 UHF帯 で 送 信 す る 場 合 (VHF帯 を送信するときは、VHF帯 のスイ ッチ関係を操作 して ください。)

UHF帯のMAINスイッチを押して、UHFtt  UHF帯 に御 AIN)表示が点灯する

※VHF帯で操作するときは、VHF帯が点灯するようにしてください。

と0レγスイツチを約1秒づつ数回押して、送信  スイツチを押すことに、送信出力表示が切り

陣

陣

ン

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

をMAINバ ンドにする

◎ ◎

1鴇翻  ‖総

出力を設定する

1的
w鴇翻  |

|。
w★鴇翻  ‖

1鴇翻  ‖

①
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
十

②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
や

③

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

マイクのPTTスイッチを押しながら、マイク

に向かって話しかける

LOWl 約0.5W(iC-2340)
パワー時 約lW(iC 2340M)

約5W(iC-2340D)

LOW2 約3W(lC-2340)
パワー時 約10W(iC 2340M)

約10W(10-2340D)

送信中は(TX)表示が点灯し、送信出力に含

わせて送信インジケーターが表示される

1需戦盟ョ5軍 M=‖

1品 機 軍 ョ 5軍

EEEIBB‖

HIGH 10W(iC-2340)
パワー時

♀甘!猛罰

0醐

 |口 鴨 霜 5軍
皿 mm引

※マイクと口との間をあまり近付けたり、大声を出したりすると、かえつて明瞭度が低下しますのでご注意ください。
※PTTス イッチを離すと、受信状態に戻ります。
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6呂メモリー/ヨールチャンネルについて

6-1 メモリーチャンネルの使いかた

メモリーチャンネル (M…cH)は、各バンドにそれぞれ “1～ 50CH"と、プログラムスキャ
ンのスキャン範囲設定用 (CP30)t=使用される “lA/1b"があります。
ひんぱんに使う周波数やレピータ1青報などを、M―GHにあらかじめ記憶させておけば、簡単
にすばやく操作することができます。

囚メモリーチャンネルの呼び出しかた

《例》UHF帯のBCHを呼び出す場合

■

呂

MEMClモ ードになっていないときは、UHF
帯のM/CALLスイッチを押して、MEMOモ
ードにする

MEMClモードの表示になる

1鴇ョ軍招 占‖

M―CHに記憶している周波数を表示する

1 鴨ョ軍F罫   皿ョ
|

※MEMOモードで操作すると、CALL― GHモードになります。そのときは、M/cALLスイッチをもう一度押してください。

UHF帯のダイヤルツマミを回すか、マイクの
UP/DNスイッチを押して、“BCH"を 呼び出
す

20



6 メモリー/コールチャンネルについて

回メモリーチヤンネルヘの書き込みかた

《例》“6CH"に “433.380MHz"を書き込む場合

1鍬珊躁鍔蜜だ|ま翻 撮拶域
状態)にする

総
「メモリーチヤンネルの呼び出しかた (CP20)」 にしたがつて、UHF帯のM―CH“6CH"
を呼び出します。

UHF帯のV/MHZス イッチを押して、VF0
モードにする

MAINバンドにすると、UHF側に0,4AlN)
表示が点灯する
(SUBバンドアクセス状態のときは、UHF

側に(SUB)表示が点灯する)

1鴇ョ軍F軍 回』

VFOモードの表示に戻る

1鴨ョ罫軍軍 sl

◎

◎ ◎

UHF帯のダイヤルツマミを回すか、マイクの

UP/DNス イッチを押して、“433.380MHz"

を設定する

◎周波数以外に書き込めるデータ
●デュプレックスの状態 (“ON/CIFF"と シフト方向)(ピ P25、 27)

●オフセット周波数 (CP38)
●トーン周波数 (CP38)
●トーンエンコーダーの “ON/CIFF"指 定 (オプション機能)(CP49)
●トーンスケルチの “ON/OFF"指定 (オプション機能)(CP49)

書き込みたい周波数 “433 360MHz"を 選ぶ

1鴨翻 岳
|

“ピッピピ"と鳴るまでM豚 イツチを押して、

メモリーチャンネルに書き込む

表示は変化しない

1鴨ュョs軍 町
|

1ン

※ “ピッピピ"と鳴ったあとも押し続けると、もう一度 “ピー"と鳴って次のM-OHに進みます。

一
２
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メモリー/コールチャンネルについて 6

6-2 コールチャンネ,レの使いかた

コールチャンネル(CALL― CH)は、ブヽンドプラン(CPDにそって、呼び出し周波数 eト
常通信周波数)が書き込まれています。

144MHz帯は “145.000MHz"、 430MHz帯は “433.000MHz"です。
なお、cALL―GHは自由に書き替えることができます。

《例》UHF帯のCALL― CHを呼び出す場合

UHF帯のM/CALLス イッチを押して、
CALLttCHを呼び出す

CALL― CHの内容が表示される

1 鴨ュ軍軍軍   fl

VFOモードに戻りたいときは、UHF帯のV/
MHzスイッチを押す

VFOモードの表示に戻る

1 鴨ョゴ5軍    =|

■周波数の書き替えかた

①書き替えたいノミンドのMAINスイッチを押してR/1AINノ ミンドにするか、SU豚 イッチを
約1秒闇押してSUBノミンドアクセス状態にします。

○上記「1～ 2」 にしたがって、書き替えたいバンドのCALL― C日を呼び出します。

③「メモリーチャンネルヘの書き込みかた」(CP21)の「2～ 4」 にしたがって操作してください。

■メモリー内容の周辺を受信したいとき

MEMOま たはCALL―CHモ ー ドのときに “ピッピピ"と 鳴るまで ν豚 ィッチを押すと、
その内容をVFOモ ー ドに移 し(メ モ リー内容は消えません)て 受信することができます。

22
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6 メモリー/コールチャンネルにつしヽて

6-3 LOG(ロ グ)メ モリーの使いかた

ログメモリーは、送信した周波数を自動的に言己隠する機能です。

シンプレックス用ログメモリー (Ll)と、デュプレックス用ログメモリー (rl)を各1チャン

ネルづつ、それぞれのバンドに装備しています。

囚 ログメモリーの呼び出しかた

《例》UHF帯のログメモリーを呼び出す場合

可  岩品云承縁躁悩季菖ぷ剤 レラツダ星霧
1秒押してSUBバンドアクセス状態にする

1鴇翻
=|

|ィョ鞠5軍
=|

UHF帯のM/CALLス イッチを押して、

CALL-OHを呼び出す

CALL― CHの内容が表示される

1鴇ョ軍軍軍 rl

UHF帯のダイヤルツマミを回すか、マイクの

UP/DNス イッチを押して、ログメモリーを

呼び出す

①左に回すか、DNを押すとシンプレックス用

ログメモリー(Ll)

②右に回すか、UPを押すとデュプレックス用

ログメモリー(「 1)

ll;:!翻 と |

1鴇ョ督啓軍 「|

シンプレックス用
ログメモリー

―そ告:ill「ら7そじ
ヱス用
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メモリー/ヨールチャンネルについて 6

回 ログメモリーヘの書き込みかた

VFOモ ードで運用周波数を設定して送信すると、前のメモリー内容を消去して自動的に書

き込まれます。

周波数以外に書き込めるデータは次のとおりです。

●デュプレックスの状態 (“ON/OFF"と シフト方向)(CP25、 27)

。オフセット周波数 (CP38)
●トーン周波数 (CP38)
●トーンエンコーダーの “ON/OFF"指 定 (オプション機能)(峨 P49)
●トーンスケルチの “ON/CIFF"指定 (オプション機能)(・trP49)

■メモリー内容の周辺を受信したいとき

ログメモ リーを呼び出しているときに“ピッピピ"と鳴るまで M豚 イッチ を押すと、その内

容をVFOモ ー ドに移 し (メ モ リー内容は消えません)て 受信することができます。
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=7
レピータの運用

フー1 レピータについて

レピータとは、山や建物などの障害物で、

直接交信できない局との交信を可能にする

自動無線中継局です。

本機ではレピータ局をアクセス (起動)する

ために必要なデータ (ト ーン周波数 (88.5

Hz)/オ フセ ット周波数 (5MHz)/シ フ ト

方向 (マイナス))を 自動的に設定するオー

トレピータ機能を採用 していますので、レ

ピータの送信周波数に合わせるだけで簡単

に運用できます。

レピータの入出力周波数は、地域によって

異なりますので、」ARL NEWSや 各専

門誌などでお調べ ください。また、調べた

レピータ情報をメモ リーチャンネルに書き

込んでおく(CP21)と 便利です。

7-2 レピータ運用のしかた

レビータ局
434 340MHzの 電波を受信し
439 340MHzに 変換して送信

レピータはヽ多くの局が使用 しますので、で

きるだけ小電力で手短に交信 してください。

踊《
呻咋

婦《
呻呻

1鍬云承縁階
押して、UHF帯 UHF側にQv4AI卜0表示が点灯する

1鴇ョ軍招 ‖
※ VHF串 に は し ピー タ が 設 置 さ れ て い ま せ ん 。

◎

UHF帯のダイヤルツマミを回すか、マイクの

UP/DNス イッチを押して、レビータ局の送

信周波数を設定する

レビータ局の送信周波数 (439～ 440MHz)帯
に設定すると、自動的にアクセスデータ (表示
の周波数は一例です)が表示される

1鴨ョ斜軍 |
◎

①珊|   1腰
⑥

●

※SETモード (CP38)でトーン周波数、またはオフセツト周波数を変更したときは、オートレピータ機能の
アクセスデータも同様に変更されますのでご注意ください。

※送信周波数は地域によって異なりますのでこ注意ください。
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レピータの運用 7

マイクのPTTスイッチを約2秒押して、レビ

ータ局をアクセスする

※発射した電波がレピータに届いていれば、ID信号 (モール
ス符号または音声)が聞こえます。タイミングによっては、
聞こえない場合もあります。

送信したときは(TX)表 示と送信インジケ
ーターが点灯し、“-5MHz"周波数がシフト
する

1干 鴇 1督 軒 軍

BEE■ BDBl・DEE‖

マイクのPTTスイッチを押して、交信する

※PTTス イッチを押すと送信、離すと受信になります。

送信したときは(TX)表 示と送信インジケ
ーターが点灯し、“-5MHz"周波数がシフト
する

|口鴨1督軒ずm‥町‖

送信周波数を動かして、レピータ運用を終了す

る

VFOモードの表示に戻る

1鴨軍ョィ軍 ‖
駒

◎

■送信モニター機能について

交信相手とレビータを通さないで交信できないかを確

認する機能です。

MONIスイッチを押している間、相手局の音声が聞こ

えるときは、通常の交信が可能です。できるだけレピ

ータ運用をさけましょう。

中ン

相手局の送信周波数が表示され、“BU3Y"
表示が点灯して交信できる

1機 ,ゴィ軍岬‖
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〓 8 デュプレックス機能の運用

8-1 デュプレックス機能について

デュプレックスとは、通常の交信 (シ ンプレック

ス :送受信同一周波数)と違 って、送信と受信の

周波数を達う周波数で交信することをいいます。

デュプレックス情報をメモ リーチヤンネルに書

き込んでおく (CP21)と 便利です。

自局

144 800MHzを 受信して

145 740MHzを 送信する

相手局

144 800MHzを 送信して

145 740MHzを 受信する

B-2 デュプレックス運用のしかた

《例》受信周波数 “144.800MHz"、 送信周波数 “145.740MHz"で 交信する場合

1  唇暑ヤ寡雪ラデザ夢浸話譜翼錯熟ユ算ぎ
チを押

愚

MAINバンドに“DUP一 "表示が点灯する

1冊 q欝旨軍 1
送信周波数のシウト方向をプラスにしたいと

きは、もう一度DUPスイッチを押す

“DUP"表 示に変化する。

1冊 q葺旨軍 |
オフセツト周波数 (送信周波数と受信周波数の差 :例の場合は0,940MHz)を 変更するとき

|び、口属丁て
~ド

ワ抹TT〔
げFD7,に t/にびフて だヽ0し 10

マイクのPTTスイッチを押して、交信する 送信したときはCF房① 表示と送信インジケ
ーターが点灯し、オフセット周波数分表示周
波数がシフトする

ド冊互甲恥軍刊
DUPスイッチを押して、デュプレックス運用

を終了する

VFOモードの表示に戻る

1机Ч軍招 |
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デュプレックス機能の運用 8

■送信モニター機能について

送信周波数を他局が運用してなし功を確認する機能です。

MONIスイッチを押している間、自局の送信周波数を

受信できます。もし、他局が運用していたら自局の送

信周波数を変更してください。

自局の送信周波数が表示され、“BUSY"表
示が点灯して受信できる

1冊互中恥軍WI
Mン

■オフバンド表示について

送信したときにアマチュアバンドから逸脱するような、
まちがったオフセット周波数やシフト方向、または送

信周波数を設定すると、オフバンド表示で知らせ、送

信できなくなります。

オフバンド表示が点灯したときは、もう一度設定しな

おしてください。

オフバンド表示

|四ゴ子 |
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=9
スキャンのしかた

9-1 スキャンの機能と動作

スキャンとは、周波数やメモリーチャンネル (M―CH)を自動的に切 り替えて、信号の出てい

るところを探 し出す機能です。

下記以外にも、オプションの トーンスケルチユニット(UT一 B3)を装着 しているときは、特定

周波数で使われている トーン周波数を探すことができる トーンスキャン機能 (CP50)がこ使

用になれます。

9-2 スキャン操作をする前に

①スキャン操作する前に、必すスケルチを調整 (CP18)し てください。
スケルチ調整が正しく行われていないと、スキャンは動作しませんのでご注意ください。

②周波数をスキャンするときのステップ幅は20KHzステップですが、sETモー ド(CP,7)
で変更できます。

③一方のバンドでスキャンを操作しているときに、他のバンドもスキャンを操作することが
できますも

④スキャン中にダイヤルツマミを回すと、スキャン方向が変化します。
また、スキャンが一時停止しているときにダイヤルツマミを回すと、スキャンは再スタート
します。

スキヤンの名称 能機 作動

プログラムスキャン

(CP30)

あらかじめ指定した周波数範囲をスキ

ヤンします。

①プログラムスキャンとフルス

キヤンは、SETモー ド(CtF

P37、 39)で選択できます。

②スキャンスタート後、信号を

受信すると一時停止します。

③信号が途切れると約2秒後、信

号が続いているときは約15秒

後に再スタートします。

なお、再スタートの条件は、

SETモ ー ド(C P37、 39)で

選択できます。

フルスキャン

(CP39)
指定バンドの全周波数範囲をスキャン

します。

メモリースキャン

(rtgP32)

あらかじめ言B憶 しているすべてのM―

CHをスキャンします。

メモリースキップ

スキャン   (CP32)
スキップ指定したh/1-CHを飛び越え

てスキヤンします。

プライオリティ

スキャン   (CP34)
VFClモードの周波数を受信しながら

一定間隔で他の周波数(M― CHや
CALL―CH)を受信します。

①VFOモードの周波数を約5

秒受信し、他の周波数を瞬間

受信します。

②他の周波数を受信したときに

信号を受けると、約15秒間受
信し続けます。
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スキャンのしかた 9

9-3 プログラム/フルスキャンのしかた

囚スキャン範囲の設定

M―GHの “lA"と “lb"に、スキャンしたい範囲の上限周波数と下限周波数を設定しますさ

《例》UHF帯のM―CH“ lA"に “431.500MHz"を書き込む場合

1鴨署脈鰍】N祥錬招胎哀ツ勝
を約1秒押してSUBバ ンドアクセス状態に

する

②UHF帯のM/CALLスイッチを押して、

MEMClモ ードにする

③UHF帯のダイヤルツマミを回すか、マイク

のUP/DNス イッチを押して、M― CHの“]

A"を呼び出す

◎

○珊|   1勝
◎

●

1戦ョ罫軍軍 ‖

1鴇ョ軍軍軍畠‖

1指軍軍軍軍町
|

②麒①総

①UHF帯のV/MHzス イッチを押して、

VFOモードに戻す

②UHF帯のダイヤルツマミを回すか、マイク

のUP/DNスイッチを押して、“431.500

MHZ(下限周波数)"を設定する

③ “ピッピピ"と鳴るまでM豚 イッチを押し

て、M―CHに書き込む

①   ③       ③

1鴇ョ軍軍軍 押
|

1鴇 15軍軍 押
|

上記「1～ 2」 と同様に操作してM― CHの
い。なお、上限/下限周波数は “lA/1b"

“lb"を呼び出し、上限周波数を書き込んでくださ

のどちらに書き込んでもかまいません。
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9 スキャンのしかた

回スキャンのスタートと解除のしかた

プログラムスキャンとフルスキャンの操作のしかたは同じです。
ただし、工場出荷時はフルスキャンが動作するようになっていますので、プログラムスキャン
にしたいときは、sETモー ド(CP37、 39)で設定しなおしてください。

《例》UHF帯でスキャンする場合

1鍬誦躁圏き講 、朔 軍
状態)にする

UHF側に御 AI向 表示が点灯する

1鴇ョ「軍軍 fl◎

UHF帯のV/MHzス イッチを押して、VF0
モードにする

VFOモードの表示になる

1鴇ョ揮軍軍
=|

◎

①

⑥

（

SCArVス イッチを約1秒、またはマイクの

UP/口 Nスイッチを約0.5秒押して、スキャン

をスタートする

※スキヤンしているバンドのダイヤルツマミを有に回す
と周波数がアップし、逆に回すとダウンします。

※マイクのUPス イッチを押すと周波数がアップし、
EINスイッチを押すとダウンします。

※マイクのL00Kスイッチを“OFF"側 にしていない
とスキヤンしません。

プログラムスキャン中は“Pl"と デシマルポ
イント、フルスキャン中は “AL"と デシマル
ポイントが点滅する

剛 幾 図
ジヤンプ

①スキヤンスタート後、信号を受信すると一
時停止します。

②信号が途切れると約2秒後、信号が続いて
いるときは約15秒後に再スタートし車亮

※再スタートの条件は、3ETモード(C
P37、 39)で選択できます。

SCANスイッチまたはマイクのUP/DNス
イッチを押して、スキャンを解除する

デシマルポイントが点滅から点灯に変化し、
スキャンは解除される

1 鴇:ュ :予 sE子    ど
|

◎

○

一
３
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スキャンのしかた 9

9-4 メモリー(スキップ)スキャンのしかた

囚スキツプの指定と取り消し

《例》UHF帯で設定する場合

1鴨増闊縦)N澄事錬宿私京ツ影
を約1秒押してSUBバンドアクセス状態に

する

②UHF帯のM/CALLス イッチを押して、

MEMOモードにする

③UHF帯のダイヤルツマミを回すか、マイク

のUP/DNス イッチを押して、スキップ指

定または取り消したいM― GHを選択する

1戦ョ軍軍罫 叩
|

1鴨ョ55軍 t豊話
|

◎

Ｄ王王王三酬料呂

SETスイッチを押して、SETモードでスキ

ップGHの項目を選ぶ

スキップGHの項目を表示する

1齢偽F瑚
※SETモードに入つたあと、SPCHスイッチで項目が逆に進みます。
※M― CHの “lA"または “ib"か ら3ETモードに入ったときは、この項目を選択できません。

ダイヤルツマミを回して、スキップの指定また

は取り消しを選択する

スキップを選択するとGKIP)表示が点灯し、
取り消すと消灯する

1陥杓,曲調
V/MHzスイッチ(ま たはダイヤルツマミ)を

押して、SETモードを終了する

SETモードに入る前の表示に戻る

1鴇ョ軍軍軍 昌昭
|

◎

①割匡三主到旧B 愚
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9 スキャンのしかた

回スキヤンのスタートと解除のしかた

《例》UHF帯でスキャンする場合

1  増冊ヌン 摺季雪ぷ配旨レ茅!軍星露
1秒押してSUBバンドアクセス状態にする

UHF側 に廻 AIじ または(SUB)表示が点
灯する

1鴨王軍軍軍 ‖
UHF帯のM/CALLス イッチを押して、

MEMOモードにする

MEMOモードの表示になる

1鴇ョ占軍ぃ ‖

SCANスイッチを約‖秒、またはマイクの

UP/口 Nスイッチを約0.5秒押して、スキャン

をスタートする

※スキャンしているバンドのダイヤルツマミを右に回す
とM―CHがアップし、逆に回すとダウンします。

※マイクのUPス イッチを押すと周波数がアップし、
DNスイッチを押すとダウンします。

※マイクのLOCKスイッチを“OFF"側 にしていない
とスキヤンしません。

スキヤン中はデシマルポイントとO表 示
が点滅する

①スキャンスタート後、信号を受信すると一

時停止します。

③信号が途切れると約2秒後、信号が続して

いるときは約15秒後に再スタート隙 す。
※再スタートの条件は、SETモード(C

P37、 39)で選択できます。

※SKIPを指定しているときは、そ
のM―O日を飛び越えるメモリー
スキップスキャンになります。指
定していないときは、メモリース
キヤンになります。

SOAIVス イッチまたはマイクのUP/DNス
イッチを押して、スキャンを解除する

デシマルポイントと口 表示が点滅から点
灯に変化し、スキャンは解除される

一
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スキャンのしかた 9

9-5 プライオリティスキャンのしかた

囚プライオリティスキャンの種類

プライオリティスキャンは、スキャンをスタートするときの動作状態により、次の3種類があ
ります。

回VFOと M口CH(cALL口 CH)のスタート

種   類 能機 作動

VFOと M―CH

(・
r次項)

VFOモードの周波数を受信しながら、
一定間隔で指定のM-OHを 受信しま

す。

①VFOモードの周波数を約5

秒受信し、他の周波数を瞬間

受信します。

②他の周波数を受信したときに

信号を受けると約15秒間一時

停止し、その後再スタートし

ます。

VFOと CALL―CH

(C次項)

VFClモードの周波数を受信しながら、
一定間隔でCALL― CHを受信しま

す。

VFOと
メモリースキャン

(CP35)

VFClモードの周波数を受信しながら、

一定間隔でM―CHを “1"から “50"

までを順番に受信します。

l①材民潤 報望尼言舗 祷 うこ賢
｀

側)の M/CALLス イ ッチを押 して、

MEMOモードにする

②VFOと CALL― CH間でスキャンすると

きは、MAINノミンド(ま たはsuBノミンドア

クセス側)のM/CALLスイッチを押して、

CALL― CHモードにする

③VFOと M―CH間でスキャンするときだけ、
MAINバ ンド(ま たはSuBバンドアクセス

側)のダイヤルツマミを回すか、マイクの

UP/DNス イッチを押して、スキャンした

いM― CHを呼び出す

①VFOと M― CH間でスキャンするときは、
MEMOモードにする

1鴨翻 町
|

②VFOと CALL― CH間でスキャンすると
きは、CALL― CHモードにする

1鴇ョ軍軍軍 rl

③VFOと M― C日間でスキャンするときだ
け、スキヤンしたいM― CHを選ぶ

1鴇丘5軍爵 略
|
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9 スキャンのしかた

MAINバンド(ま たはSUBバ ンドアクセス

慣」)の P用す0ズイッチを約1秒押して、スキャ

ンをスタートする

●どちら側の周波数を受信していても送信できますが、

VFOモードの周波数で送信されます。ただし、送信

できるのはMAINバンドのみです。送信終了時は、

VFOモードの周波数からプライオリティスキャン

が再スタートします。
●VFOモ ードの周波数を表示しているときは、

VFO周波数の変更、デュプレックス、トーンエンコ

ーダー、送信出力の変更は操作できます。

“PR10"表示が点灯し、プライオリティスキ
ャンがスタートする

P日10-CH

①VFOモードの周波数を約5秒受信し、
M― CHまたはCALL― CHを瞬間受

信します。

② M― CHまたはCALL-OHを 受信し

たときに信号を受けると、約15秒間一

時停止し、その後再スタートします。
※再スタートの条件は、SETモード(C

P37、 39)で選択ができます。

回VFOとメモリースキャンのスタート

1 蒼畜女モうこ持粥 魂`拓2kt郭岳
POにしたがって、メモリースキャンま

「VFOと M―CH(CALL―CH)のスタート」 (・
tF上記)の「2」 にしたがって操作してくだ

さい。

回プライオリティスキャンの解除

MAlNノミンドのM/CALLスイッチを押して、プライ

オリティスキャンを解除する

“PR10"表示が消灯し、VFOモードに戻る

1鴨ョョ爵野 ‖
※PR10-CHを受信しているときにP用 10スイッチを押しても、VFOの周波数に戻るだけでスキャンは解除
されません。
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10〓SETモードについて

10-l SETモ ードの設定項目

SETモードとは、いったん初期設定をしてしまえば、普段はあまり設定しなおすことのない
運用条件を変更するモー ドのことをいいます。

SETモードで変更できる運用条件は、おもにレビータの情報、スキヤン再スタートの条件、
およびチューエングステップの選択などがあり、各バンドごとに設定できます。

設 定 項 目 名 項目の表示(初期設定値) 設 定 内 容 参照

デイマーの設定
ぷ

P‐

ff

ディスプレイの明るさを選択する P38

トーン周波数の設定

【トーンスケルチユニット

(UT-89)装着時のみ】

g霊5
トーン周波数を選択する P38

オフセット周波数の設定

r―r仲洵
"町」町事

※UHF帯 は “5000"

オフセット周波数を選択する P38

チューニングステップの

設定

【VFOモードのみ】
L‐lユ米ぎ軍

周波数変更時やスキャン時のステップ

幅を選択する

P33

スキャンストップタイム

の設定 sごと米 15
スキャンー時停止後の再スタートの条

件を選択する

P39

プログラムスキャン範囲

の設定

【VFOモードのみ】

Fsr→【耳と

プログラムスキャン用M… CHに書き

込んだ周波数範囲でプログラムスキャ

ンするか、バンド内の全周波数範囲で

フルスキャンするかを選択する

P39

スキツプCHの設定

【MEMOモードのみで

“lA/1b"以外のとき】

昌 ′

rrrrS杓
"

メモリースキップスキャンにてスキッ

プするM―CHの指定または解除をす

る

P40

SUBメ ンヽドオートミュ

ート/ビジービープの設

定
S四島うネョF

SUBバンドのオートミュートとビジ

ービープの “ON/OFF"を 選択する

P40
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10 SETモードについて

10-2 SETモ ードの操作のしかた

《例》UHF帯に設定する場合

1  増品云承縁躁悩季雪ぷF哲晋旨レラyダ星霧
1秒押してSUBバンドアクセス状態にする

総

UHF側 にOv4AlN)ま たはの 表示が点
灯する

1戦車郵軍癖 ‖

SETスイッチを押して、SETモードにする 周波数表示から設定項目の表示に変わる

|四 謀 ィ  |

SETスイッチを押すごとに、設定項目(r10_1

SETモードの設定項目」を参照)が変化する

l ms揃軍 |

愚

SETスイッチまたはSPCHスイッチを数回

押して、設定項目を選ぶ

8謳ン]81愚 1愚
または

UHF帯のダイヤルツマミを回して、設定内容

を選ぶ

ダイヤルツマミを回すと、設定内容(「 10-3

SETモードの項目別詳細」を参照)が変化する

|四齢 軍 |鞠
UHF帯のV/MHzスイッチ(ま たはダイヤル

ツマミ)を押して、SETモードを解除する

SETモードに入る前の表示に戻る

1鴨ョ郵軍軍 ‖穏
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SETモードについて 10

10-3 SETモ ードの項目別詳細

1 デイマーの設定

ディスプレイの明るさを4段階で選択すること

ができます。

①ダイヤルツマミを右に回すと、“d-1"から“d
-4"の方向に表示が変化するとともに、明る

くなります。

②ダイヤルツマミを左に回すと、暗くなりま

す。

照明が暗くな 鞠
０

る

照明が明るくなる

2 トーン周波数の設定

レピータやトーンスケルチ運用時のトーン周
波数を選択することができます。

オプションのトーンスケルチユニット(UT―
89)を装着していないときは、表示されません。
●ダイヤルツマミを回すと、下表のようにトー

ン周波数が変化します。

88.5
91.5
94 B
97 4
100.0
103.5
107.2
1]09

114,日

l18B
123 0
127 3
131.8
136.5
141,3
148,2

51.4
58.7
62.2
67.9
73.日

79.9
86.2
92.8

203.5
2107
210,1
225。 7

233.6
241.8
250.3
単位:Hz

トーン周波数千9ど;!督

レス)く【〔ユⅢ

トキン周波数がアップする

3 オフセツトロ波数の設定
レビータやデュプレックス運用時などの、送信
周波数と受信周波数の差をオフセット周波数
と呼びます。
●ダイヤルツマミを回すと、“0～ 20MHz"の
間でオフセット周波数が変化します。

※lMHzステップの可変操作(CP18)を利用

することもできます。
※マイクのUP/□ Nスイッチは操作できません。

オフセツト周波数がアップする

オフセツト周鹸;:;!])R【畳2h
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10 SETモードについて

4チ ユーエングステップの設定

周波数を設定したり、スキャンするときの周波

数可変幅を3段階の中から選択できます。

VFOモード以外では表示されません。

●ダイヤルツマミを回すと、チユーエングステ

ップ幅が下記のように変化します。

20(工 場出荷時)←→25… 30←→ 50

0

15… 12.5… 10→ 5

ステップ幅がアップする

ステップ幅がダウンする

5 スキヤンストップタイムの設定

スキャン動作中、信号を受信してから一時停止

したあと、再スタニトするまでの条件を選択で

きます。

●メインダイヤルを回すと、下表のように再ス

タートの条件が変化します。
鞠

SL‐ 士→|く軍F

表 一不 動 作 内 容

Sごと‐
 葺 一時停止してから約5秒後に再スタートします。

s「 士― !軍 一時停止してから約10秒後に再スタートします。

5r登・ 1写 ―隠停止してから細15秒後に再スタ由卜します。

s「 F‐ F 信号が続くかざリー時停止し、信号が途切れると約2秒後に再スタートします。

sごと‐宮F 信号の出ていない周波数で一時停止し、信号を受信すると再スタートします。

6 プログラムスキャン範囲の設定

VFOモードでスキヤンするときに、プログラ

ムスキャンにするのか、フルスキャンにするの

かを選択できます。

VFOモード以外では表示されません。

●ダイヤルツマミを回して、“psC― AL"また

は “psC-lA lb"を選択します。

“psC― AL"を選択するとフルスキャン動

作となり、“psC-lA lb"の ときはプログ

ラムスキャン動作になります。

駒０

卵

プログラムスキャンの設定

フルスキャ
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SETモードについて 10

フ スキップCHの指定

メモリースキップスキャン時に、スキャンしな
くてもよいM―cHを指定できます。
MEMOモード(“ lA/1b"を除く)以外では表
示されません。
●ダイヤリレツマミを回して、“CHs― On"また
は “GHS―oF"を選択します。
“CHS―on"を選択するとGKIP)表示が
点灯し、スキップCHが指定されます。

0
1品偽F島 ‖

駒

スキツプの指定

ごrr45→ネョ,

8 SU日ノミンドオートミュート/ビジニビープ

SUBバンドオートミュート機能とは、両バン

ドで同時に信号を受信した(スケルチが開い
た)ときに、SUBバンド側の受信音を自動的
にミュート(カ ット)する機能です。
MAINバンドで信号を受信すると、SUBバン
ド側に“MUTE"が表示され、SUBバンドを
オートミュートします。

SUBバンドビジービープ機能とは、SUBバ
ンドで信号が途切れた(スケルチが閉じる)と

きに、ビープ音 “ビッ"で知らせる機能です。
●ダイヤルツマミを回すと、次表のように機能
が変化します。

表 一不 動 作 内 容

_E14J島
‐
コF 両機能ともに “OFF"になります。

SLI島
‐ヨF“" SUBバンドビジービープ機能のみ “ON"になります。

Stt島
‐
ョ・

‐
t SUBバンドオートミュート機能のみ “ON"になります。

SLI島
‐コギ

Ⅲ
両機能ともに “ON"になります。
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11-1 イエシャルSETモードの設定項目

イエシャルSETモードとは、各バンドに共通した運用条件を変更するモー ドのことをいい

ます。

イエシャルSETモードで変更できる運用条件は、タイムアウトタイマーの設定、オートレピ

ータ機能、ビープ音などの設定ができます。

11-2 イエシャル3ETモードの操作のしかた

設 定 項 目 名 項目の表示(初期設定値) 設 定 内 容 参照

ビープ音の設定
占FFう氏爵r‐r

ビープ音の “ON/CIFF"を選択する P42

タイムアウトタイマーの

設定 と田士】氏ョF
タイムアウトタイマー機能の設定時間

を選択する

P43

オートレビータ機能の

設定
rF登 )にコ・

‐
t

オートレピータ機能の “ON/CIFF"
を選択する

P43

オートパワーオフ機能の

設定
FL‐rF杓戸

オー トパワーオフ機能の “CIN/
CIFF"を選択する

P43

クーリングフアン制御の

設定

【iC-2340M/Dの み】

FttB‐fラ【軍と
クーリングフアンの制御状態を選択す

る

P44

音声合成の設定

【音声合成ユニット

(UT白88)装着時のみ】
sP=対5

音声合成の“和/英 "と、発声スピード

を選択する

P44

①POWEロ スイツチを約0.5秒押して、いつ

たん電源を切る

②SETスイッチを押しながらPOWERス イ

ッチを約0.5秒押して、電源を入れる

①嗣猛帥響呼

イエシャルSETモードの表示

1島=鴨
, |

ン都しながち
[号雷瞥鉢都す

―ド時、送受信はしません。

4H

※イニシヤ



イエシャルSETモードについて 11

SETスイッチまたはSPcHスイッチを数回

押して、設定項目を選ぶ

8謳ンB81愚
1愚

SETス イッチを押すことに、設定項目(「 11-1

イニシャルSETモードの設定項目」を参照)

が変化する

1就 杓 戸  |

VHF帯のダイヤルツマミを回して、設定内容
を選ぶ

鞠
POWERス イッチを押していったん電源を

切り、イニシャルSETモードを解除する

◎

Э珊|   1推
◎

〇

ダイヤルツマミを回すと、設定内容 (「 11… 3

イニシャルSETモードの項目別詳細」を参
照)が変化する

1士田と→ぐョ  |

11-3 イエシャルSETモードの項目別詳細

ビープ音の設定

スイッチを操作したときに鳴るビープ音を

“ON/OFF"できます。
●VHF帯のダイヤルツマミを回して、“bEP
-0同 "または “bEP― oF"を選択します。

“bEP―oF"を選択すると、ビープ首は鳴り

ません。

※この設定に、ポケットビープの呼び出しやベ

ージヤー機能は含まれません。

◇
ビープ音が鳴らない

ビープ首が鳴る

役



11 イエシャルSETモードについて

2タ イムアウトタイマー機能の設定

連続送信中、強制的に送信動作を停止するまで

の時間を選択できます。

設定した時間に近付くとビープ音が11回鳴り、

自動的に受信状態になります。

●VHF帯のダイヤルツマミを回すと、下表の

ようにタイムアウトタイマーの設定時間が

変化します。

駒

と田と労ぎ軍

とL―・士
→キョF

表 不 動 作 内 容

とL‐r士
‐コF タイムアウトタイマー機能は “OFF"に なります。

とL‐fと
‐軍ヨ 3分間のタイムアウトタイマーが設定されます。

とL‐r士
‐軍5 5分間のタイムアウトタイマーが設定されます。

とL‐rと
‐ IS 15分間のタイムアウトタイマーが設定されます。

と白と‐ヨ軍 30分間のタイムアウトタイマーが設定されます。

3オ ートレビータ機能の設定

レビータ運用時のオフセット周波数とトーン

周波数を自動的に設定するか、しないかを選択

できます。

VHF帯 にはレビータが存在しないので、この

機能は動作しません。

●VHF需のダイマルツマミを回して、不―ト
レビータ機能を “「Pt― on"または “「P十

oF"を選択します。

0
オートレビータ機能 “OFF"

オートレビータ機能 “ON"

「
Pと→氏ョ,

rPと→氏爵F

4オ ートパワーオフ機能の設定

スイッチやツマミを操作しなかったときに、自

動的に電源を切るまでの時間を選択できます。

何も操作しない状態が設定した時間に近付く

とビープ音が6回鳴り、自動的に本機の電源を

“OFF"に します。

●VHF帯のダイヤルツマミを回すと、次ペー

ジのようにオートパワーオフするまでの時

間が変化します。

一
４３



イエシャルSETモードについて 11

表   示 動 作 内 容

・
「―JttF‐ コF 牙―トパワーオフ機能は “OFF"になります。

PttF‐ ョ軍 30分間のオートパワーするまでの時間が設定されます。

FttF‐  lr2‐rr 1時間のオートパワーするまでの時間が設定されます。

PL‐IF‐ FjP‐fr 2時間のオートパワーするまでの時間が設定されます。

5ク ーリングファン制御の設定

クーリングファンの動作を自動制御にするか、
連続使用にするかを選択できます。
10W使用機(lC-2340)に はありません。
●VHF帯のダイヤルツマミを回して、クーリ
ングファンを “FAn―At"または “FAn―
on"を選択します。

“FAn―At"を選択すると自動制御となり、
マイクのPTTスイッチ“oN"時と“OFF"
後3分間、クーリングファンが動作するよう
になります。

クーリングファンを自動制御にする

F耳
"対と

クーリングフ!サを連続使用にす」(〔ユ1
戸軍,)ネむ中

6首 芦合成の設定

音声含成の出力音声および発声スピードを選
択できます。

オプションの音声合成ユニット(UT-66)を 装
着していないときは、表示されません。
●VHF帯のダイヤルツマミを回すと、下表の
ように機能が変化します。

※UT-88を取り付けたあと、MAlNバ ンド側
またはsuBバンドアクセス側の表示周波
数を音声で知りたいときは、SPcHスイッ
チを押してください。

駒

表   示 動 作 内 容

sPr‐
=5

英語で発声し、発声スピードが遅くなります。

sPr‐ FF 英語で発声し、発声スピードが速くなります。

sPr‐ ゴs 日本語で発声し、発声スピードが遅くなります。

sPr‐ ゴF 日本語で発声し、発声スピードが速くなります。
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一
一12 その他の機能

12-1 ユーザーフアンクションについて

前面パネルのスイッチ機能を、マイクのUPス イツチで操作することができる便利な機能

です。

POWERス イッチを除くすべてのスイッチに有効ですが、1機能だけしか選択することはで

きません。

この機能を運用中、マイクのDNスイッチは、スキャン動作を行うスイッチにな ります。スキャ

ンはアップ方向で行いますから、ダウン方向にしたい場合は、ダイヤルツマミを左方向に回して

ください。

《例》MUTE/と 0〃スイッチの機能をUPスイッチに設定する場合

■

Ｅ

POWERス イツチを押して、電源を“OFF"
にする | |

MUTE/と 0〃スイッチ(設定したいスイッ

チ)と、マイクのUPスイッチを押しながら、

POWERス イッチを押して、ユーザーフアン

クションを設定する 設定 したいスイッチ

ンと を押しながら

※以後、マイクのUPスイッチはMUTEた 0ルスイッチとして機能します。
※DTMF/30ANス イッチを設定した場合、DTMFスイッチの機能切り替え(リ モート、ページヤー、コード
スケルチ)は、本体前面パネルのDTMFスイツチで操作してください。

ユーザーフアンクションを解除したいときは、

①POWERスイッチを押して、電源をいつた

ん切る

②マイクのUPス イッチを押 しながら、

POWERスイッチを押して、もう一度電源

を入れる
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その他の機能 12

12-2 バンドオフ機能について

使用しない周波数帯を “OFF"にして、シングルバンド機としてもご使用になれます。

《例》VHF帯を“OFF"に した場合

l  POWERス
イッチを約0.5秒押して、いったん電源を切ります。

ン

都
臨

しながら

便用しないバンドのダイヤルツマミを押しな
がらPOWEロスイッチを約0.5秒押して、も

う一度電源を入れる

使用しないバンドの表示が消える

血

イョヨ軍軍罫    ′

3バ
ンドオフ齢 都 除したいときは、もチ 度 町翌 」審 作してください。

12-3 ビープ曽 (操作曽)について

スイッチを操作したときに、ビープ音で下記のようなことを知らせます。
①ピッ音…………………lpushス ィッチの操作が正しく行われたとき
○ピツピー音……………lsecスィッチの操作が正しく行われたとき
③プッ首………・………・…まちがったスィッチの操作をしたとき、または無効のとき
④ピツピピ曽……………メモリーヘの書き込みを完了したとき、またはM―cHやcALL―

C日の内容をVFOモードに移し終わつたとき
ビープ曽の音量は、各バンドの音量 (VOL)ツ マミで調整した受信音に比例します。
ビープ曽が鳴らないようにしたいときは、ィェシャルSETモード(C P41、 42)を ご覧ください。

12-4 30秒タイマー機能について

下記のような操作をしたあとに、30秒間何も操作しなかったときは、30秒タイマー機能が動作
して、自動的に以前の表示へ戻ります。

①lh/1Hzス テップの可変操作のとき

OSETモ ードに入ったとき

③ページャー/コー ドスケルチ (オプション機能)のコー ドメモリー呼び出し状態のとき
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12 その他の機能

12-5 周波数ロック機能について

長時間同じ周波数で運用するときや、交信 しているときに、まちがって周波数や機能が変化 し

ないようにする機能です。

周波数ロック機能は、どちらかのバンドで設定すれば、両バンドでロックします。

■

日

と00Kス イッチを約1秒押して、ロックする   両バンドのメモリー表示部に“L"が点灯する

|ィ S,軍軍軍

ィョヨ軍軍野

と

と

周波数ロック機能を解除したいときは、もう一

度とOC(ス イッチを約1秒押す

メモリー表示部の“L"が消灯する

|ギ5.軍罫軍

ィョヨ軍軍軍 ,

12-6 受信ミュート機能について

SETモードのSUBノミンドオートミュート機能 (P40)と は別に、ラジオや車外の音を聞きた

いときにワンタッチで両バンドの首を消す機能です。

MUTEスイッチを押して、両ノミンドとも受信

ミュートする

両バンドに “MUTE"表示が点灯する■

１

愚
|ィ S,軍軍軍

イヨヨ野軍軍

,

※受信ミュート中でも、MONIスイッチを押して、受信モニ

ターできます。ただし、オプションのDTMFメモリー付
さマイクロホン(HM-77)使用時に、マイクリモート機能
で受信ミュートしている時は、受信モニターできません。

受信ミュート機能を解除したいときは、もう一度MUTEスイッチを押してください。

※オプションマイクのHM-77で受信ミュートしているときは、HM-77で解除してください。
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オプション機能について 13一
一

13-1 オプションユエットの取り付けかた

囚オプションユニットの種類

本機に組み込むオブションユニットには、次のものがあります。

ユ ニ ッ ト きうヽたは

UT-55
DTMFエンコーダー/

デコーダーユエット

交信相手局とあらかじめ個別ヨTドやグループョードを決めておき、コ
ードの一致した特定の相手局やグループを一斉に呼び出したり、待ち受
け受信するのに便利なページャー/ョードスケルチ機能(CP51)を操作
したいときに必要です。また、別売品のHM-77に よるリモート機能(C
P57)でも使用されます。

UT-66

音声合成ユニット

周波数表示を音声で聞きたいとき(管 P44)に 必要です。

UT-89
トーンスケルチ

ユエット

交信相手局とあらかじめトーン周波数を決めておき、トーン周波数の一

致した特定の相手局やグループを一斉に呼び出したり、待ち受け受信す
るのに便利なトーンスケルチ/ポケットビープ機能(CP49)を操作した
いときに必要です。

また、将来レピータのトーン周波数(現在はBB.5Hz)が変更されたとき
も、新たなトーン周波数(39波)が必要になります。

回オプションユエットの取り付けかた

①6本のビスを外して、上カバーを開きます。 ③取り付け位置の図にしたがって、それぞれ

のユニットを取り付けてください。

ひ
ザ

ヽ

任
②
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13 ォプション機能について

13-2 トーンスケルチ/ポケットビープ機能について

囚 トーンスケルチ機能の動作

特定局 (自 局と同じトーン周波数を含んだ信号)の待ち受け受信中に呼び出 しを受けると、 ト

ーンスケルチが開いて通話内容が聞こえますので、快適な待ち受け受信が行えます。

回ポケツトビープ機能の動作

トーンスクルチ機能で待ち受け受信中に呼び出しを受けると、30秒間 ビープ音 (“ ピロピロピ

回"の連続音)が鳴り続け、同時に“t8● |〕 "を点滅 して知らせますので、聞き逃すことがありま

せん。

呼び出しを受けたら、30秒以内にマイクのPTTス イッチを押 して通話するか、前面スイッチ

のどれかを押すと、ポケットビープ機台とは解除され、トーンスケルチ機能になります。また、

30秒以上何も操作 しなかつたときは、ビープ首は自動停止 しますが、ディスプレイの“tl・ |,"

は点滅 J犬態を続け、呼び出しを受けたことを知らせます。

回 トーンスケルチ/ポケットビープ機能の使いかた

《例》VHF帯で使用する場合

1  孫:ぞ【空窃唇握家を墨遷ご昌彗許
を決めて、「10.SETモードについて」(CP37、 38)にした

TONEス イッチを約1秒づつ数回押して、ト

ーンスケルチまたはポケットビープ機能を

“CIN"に する

スイッチを押すことに、次のように運用できる

機能が変化します。

①全消灯時 :

トーン機能は運用できません。

②“T"点灯時 :

トーンエンコーダーを運用できます。

③“T SQL tl・ |'"点灯時 :

ポケットビープ機能を運用できます。

④“T SC3L"点灯時 :

トーンスケルチ機能を運用できます。

トーンスケルチまたはポケットビープ機能を

“CIFF"にするときも同じです。

スイッチを押すことに、①～ ④を繰り返し表
示する

①全消灯

1冊丘軍軍軍 ′
|

1冊互ガ軍 |

1冊互期酔
仰

|

1机i軍ゴ酔 |
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オプション機能について 13

回 トーンスキャンについて

トーンスキャンは、特定周波数で使われているトーン周波数を探すことができるスキャンです。
このスキャンは、オプションのトーンスクルチユニット(UT-89)が必要です。

《例》VHF帯でスキャンする場合

1  牌 汗督占留PR警昌摺と言上づ
スケルチ(“T GQL")機能を “ON"にする

“T SCILtl・ B〕 "ま たは“T SQL"表 示が点
灯する

1戦互軍ゴ酔 |
※トーンエンヨーダー(“T")だ けのときはス
キヤンしません。

晶

scArvAィッチを約‖秒以上押して、スキャ
ンをスタートする

※マイクのUP/DNスイッチはこ使用になれません。

トーン周波数 (39波 )が変化し、デシマルポイ
ントが点滅する

1錯母ぎ
的
 |

S

1肥母罫
的
 |

①スキヤンスタート後、受信した信号の

トーン周波数が一致すると、スキャン

は一時停止します。

③信号が途切れると約2秒後、信号が続い

ているときは約15秒後に再スタートし

ます。

※再スタートの条件は、SETモード(C
P37、 39)で選択されます。

SCANス イッチを押して、スキャンを解除する デシマルポイントが点滅から点灯に変化し、
スキャンする前の周波数表示に戻る

1冊島罫ゴ酔 |
◎
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13 ォプション機能について

13-3 ベージャー/コードスケルチ機能について

囚 コードメモリーについて

ベージャー機能やコードスケルチ機能を運用するときに必要になる、個別コー ドやグループ

コードを交信相手とあらかじめ決めておき、メモリーしておくためのコー ド書き込み用メモ

リー (コ ードメモリー)です。

コードメモリーの内訳は、次のようになつています。

M― CH 用 途 待 ち 受 け 動 作 書き替え

0 自局の個別ヨード 常時、待ち受け応答が可能 可  能

1～ 5 相手局の個別コード、またはグ

ループヨード

待ち受け応答、待ち受け拒否が

可能
可  能

P 受信した相手局の個別ヨード 動作しない 不  可

■ヨードメモリーの補足説明

回 コードの書き込みかた

0 自局の個別ヨードを書き込むコードメモリーです。

このコードは、ページャーおよびコードスケルチ機能のどちらにも使用され、ペ

ージャー送信時は相手局コードに続いて送出されます。

1～ 5 相手局の個別コードまたはグループコードを書き込むコードメモリーです。
このコードは、ページャーおよびコードスケルチ機能のどちらにも使用され、待
ち受け動作を拒否または応答に設定(C P53)できます。待ち受け拒否を設定

しているときは、書き込まれたコードと同じコードを受信しても、応答しま
せん。

p ページャー機能で陣び出しを受けたときに、相手目の個別コードが自動的に讐
き込まれるコードメモリーです。

手動であらたに書き込むことはできません。また、コードスケルチ機能では、使
用されません。

1 尼赳孫女新銚談比るご巡え
ま

愚

ページヤー機能 “ON"時 は “POR"表 示、
コードスケルチ “ON"時は “C SCIL"表
示が点灯する

1冊丘軍招 嘲|

◎ ◎
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オプション機能について 13

SETスイッチを押して、コードメモリーを呼
び出す

メモリー番号が点滅する

1増 招軍釧

ダイヤルツマミを回して、メモリー番号を選択
する

メモリー番号(00～ c5)の中から選ぶ

1増 招軍胡
◎

●

⑥

（

SETスイッチを押して、コードのi桁目を呼
び出す

※SPCHス イッチで点滅桁は逆に進みます。

SETス イッチを押すことに、1桁目→2桁目→
3桁目→メモリー番号と点滅する桁が切り替
わる

|ン軍輸引

MAINバンドのダイヤルツマミを回して、コ
ード(数値)を選択する

コードを表示する

1増 】告軍劇鞠
上記「4～ 5」 を繰り返して、他の2桁のコード(数値)を設定します。また、続けて他のメモリ
ー番号にもコードを書き込みたいときは、上記「4～ 5」 を繰り返します。

ダイヤルツマミを押して、コードの書き込みを  コードメモリーを呼び出す前の表示に戻る

総

◎

終了する

◎

●

◎

○ 1冊互軍招 臨|
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13 ォプション機能について

回待ち受け動作の設定

ヨードメモリーの“1～ 5"に書き込んだ相手局の個別コードまたはグループコードと同じヨー

ドを受信しても、待ち受け動作を “拒否"または “応答"に設定できます。

1             査岳『乳!f免?雪
=持
す鷲:た金F弓 唇ゝ宅胃P詔窒亀啓畳堂を舛F

DTMFス イッチを押して、待ち受け動作を選

択する

(SKIP)表 示を点灯させると「待ち受け拒

否」、消灯させると「待ち受け応答」になる

。待ち受け拒否を設定した場合の表示

1 増 IFゴ   民
'判

●待ち受け応答を設定した場合の表示

1冊 目 胡

ダイヤルツマミを押して、

す0
待ち受け動作を終了

総

コードメモリーが呼び出す前の表示に戻る

|ィ丘軍軍軍
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オプション機能について 13

回ベージャー機能の使いかた

日自局から呼び出す場合

1  
あらかじめ交信相手と運用周波数を決め、その周波数をセットしておきます。

DTMFスイッチを押して、ページャー機能を

“CIN"に する
“PO日 "表示が点灯する

1冊 q軍ゴ野 輸|

SETスイッチを押して、コードメモリーを呼
び出す

コードメモリーが表示される

1増 招軍釧

MAINバンドのダイヤルツマミを回して、メ
モリー番号を選択する

相手局の個汚Uコ ードまたはグループコードを
書き込んでいるメモリー番号 (“ 1～ 5")を選択
する

1増 幅 胡
◎ ◎

○

マイクのPTTスイッチを押して送信状態に

すると、相手局またはグループのコードを表わ

すDTMF信号が自動的に送出され、上記「2」

の表示に戻る

相手局と接続されたあと、DTMFスイッチを

押してページャー機能を解除し、通常の運用状
態に戻す

通常の運用状態に戻る

1冊 q罫糾  |

●DTMF信 号の構成

4 5 6  ※

↑
相判目の個別コードまたは
グルーブコード

(メモリー番号の “Ol～ 05')

1 2 3
↑

自局の個別コード

(メモリー番号の“00")

◎
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13 ォプション機能について

E待ち受け受信をする場合

1噌
局か即 側 す場合」作 P醐の 町～ 為 都 作して、待ち劇ナ受信をします。

相手局から呼び出しを受けると、呼び出し首

“ピ回ピロピロ"が3回鳴り、デイスプレイの表

示が変化する

①自局の個別コード“0"で呼び出されたとき
は、受信した相手局の個別コードとメモリ
ー番号“P"を表示する

1  増 P‐frss  ttFI

②グループコード“l～ 5"で呼び出されたとき
は、呼び出されたグループコードと、そのコ
ードを書き込んでいるメモリー番号を表示
する

1増 昭軍唖‖
◎相手局の個別コードが混信などにより、完
全な状態で受信できなかったときは、“E"
(エ ラー表示)と 前回のコードが表示され
る。このため、相手局の個別コードは確認で
きません。

1増 FFF劇
マイクのPTTスイッチを押して、応答する 自局の個別コードを送出し、元の周波数表示

に戻る

卜冊qttF軍 制

相手局と接続されたあと、DTMFスイッチを

押してページャー機能を解除し、通常の運用状

態に戻す

通常の運用状態に戻る

1冊q軍郵 |◎

○
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オプション機能について 13

Eコードスケルチ機能の使いかた
コードスケルチ機能のコードは、“0～ 5"の コー ドメモリー (ベージャー機能と共用)を使用し
ます。

コードスケルチ運用時は、3桁のコードが送出され、トーンスケルチ機能と同様の運用ができ
ます。

可  
あらかじめ交信相手と運用周波数を決め、その周波数をセットしておきます。

DTMFス イッチを2回押して、コードスヶル
チ機能を “ON"にする

“C SQL"表示が点灯する

1冊 q軍詔 ぃ‖
SETスイッチを押して、コードメモリーを呼
び出す

コードメモリーが表示される

1 増 軍軍野   c割

MA!Nバンドのダイヤルツマミを回して、メ
モリー番号を選択する

駒
マイクのPTTスイッチを押して送信状態にすると、相手局またはグループのコードを表わす
EITMF信号が自動的に送出され、上記「2」 の表示に戻ります。

相手局と接続されたあとョードが一致すればコードスヶルチが開き、コードスケルチ機能に
よる交信が可能になります。

■待ち受け受信するときは

個別コー ドまたはグループコー ド (“ o～ 5")のいすれかで呼び出しを受けると、コー ドスクル
チが開き、コー ドスヶルチ機能による交信が可能にな ります。

富冒
曇兄響[1呂貢増5生磐誓仔言露弓石饉察

1 増 FJ‐frs   c割
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13 ォプション機能について

13-4 リモート機能について

オプションのDTMFエ ンコーダー/デコーダーユニット(UT-55)と DTMFメ モリー付き

マイクロホン(HM-77)を接続することにより、マイクから本機をリモートコントロールする

マイクリモー トができます。

囚マイクリモートの使いかた

《例》VHF帯 の表示周波数を “144.800"MHzに する場合

1  思に挙ZFイ
ツチを3回押して、リモートモー

  猪話誹曾
"表示が点灯して、リモート機能を

1愚 1戦 宮.罫軍軍 RFMO fl

◎リモートモードにしたときのスイツチの動作

①マイクのUPスイツチ :マイクリモートモードとリモートモードを切り替えます。

②マイクのEINスイッチ :ア ップスキャン動作を行うスイッチになります。スキャン中にダイヤルツ

マミを回すと、回した方向にスキャンします。

上言B以外のスイツチは、通常の状態と同じ動作をします。

マイクのUPスイツチを押して、マイクリモー

トモードにする

HM 77

“REMCl"表示が点滅し、マイクリモートモ
ードになる

1戦島軍招 兼 |

◎マイクリモートモードにしたときのこ注意

マイクリモートモードに入るときは、スキャン動作、SETモード、SUBバンドアクセス、受信ミ

ュートまたはlMHzステップの可変操作をしていても、自動的に解除されます。

◎マイクリモートモードにしたときのスイッチ動作

マイクのUPスイッチ :マイクリモートモードとリモートモードを切り替えます。

上記以外のスイツチ(PTTおよびダイヤルツマミも含む)は、周波数ロック機能を使用していると

きと同様になり、一切動作しません。
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オプション機能について 13

3 
①

疋事雪

のCttDキーを押して、VFOモード

②∈至)(正Dキーを押して、VHF帯を置数受
け付け状態にする

③⊂正)(塑D∈至)(ED①キーを押して、
周波数の置数を入力する

HM-77
の後面

※マイク後面の各キーについては(CP59)を 参照してくだ
さい。

1冊島軍招 封ゃ |

②VHF帯をMAINバンドにし、周波数表示
が消灯する

③置数が順番に表示される

1戦 q軍招 兼 |

〇 〇 〇 o
∪

1岬
'樹 晋

H

響 瞥 凸 魁
〇 〇 o

マイクのUPスイッチを押して、マイクリモー

トモードを解除する

HM-77

DTMFス イツチを押して、リモートモードを

解除する

“REMO"表示が点灯し、リモートモードに
戻る

1冊 q罫招 帥 |

“REMO"表示が消灯する

1冊q招軍 1
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13 ォプション機能について

回DTMFキ ーについて

※1マイクリモートを解除すると、運動して解除される
※2.チューニングステップは、SETモードで設定したもの
※3.バンド外の周波数や、l～ 50および51(IA)、 520b)チヤンネル以外の置数を入力したときは、エラービープを鳴らして元の表示に戻る

59

DTMFキー は た ら き

⊂正)CALL CALL― GHを呼び出す

に王)MR MEMClモードにする

①  VF0 VFClモードにする

∈至)VHF VHF帯をMAINノミンドにする

①  UHF UHF帯をMAINノミンドにする

∈亘)HIGH 送信出力をHIGHパワーにする

⊂Z)V.MONl キーを押すことに、VHF帯のモニター機能を “ON/OFF"する  ※1

∈亘)U.MON! キーを押すことに、UHF帯のモニター機能を “ON/OFF"する ※1

∈王)LOW 送信出力をLOWlパワーにする。

①  MUTE キーを押すことに、受信ミュート機能を “ON/OFF"する    ※1

⊂正)UP
C三)DOWN

本機がVFOモードのとき :周波数を“アップ/ダウン"する    ※2

MEMOモードのとき   :M― cHを“アップ/ダウン"する

CALL-OHモードのとき :ログメモリーを呼び出す

∈玉)OLR 現在入力中の置数(周波数やM-OH)を取り消し、入力前の表示に戻す

①  SPEECH 音声合成ユニット(UT-86)を 装着している場合、MAINバンドの表示周

波数を音声で知らせる

①  ENT 周波数やM―CHの置数を入力するときに使用する         ※3

0不穣がVFElモートのときは、周波取談疋ができる
。操作例 :“ 145.420"MHzを 設定する場合

起王)(王D∈至)(亘D∈至)(至⊃と押す
。操作例 :“ 145t4125"MHzを 設定する場合

SETモードのチューエングステップを“12.5kHz"に 設定

しておくこと、それ以外では設定できない

① ⊂正)(ZD∈王)(ZD⊂正)(亜⊃と押す
②本機がMEMOモードのときは、M―CHを呼び出せる

。操作例 :“ 12"チ ャンネルを呼び出す場合

① ⊂正)(正⊃と押す
① を入力したときに周波数表示部が“CH."になり、①

④ を入力すると、その置数が表示される

※M―CHの“lA"を 呼び出したしヽときは“51"、 “lb"を 呼び出

したいときは“52"を入力する



14■保守について

14-1 故障のときは

●保証書について

峯肇高基警香雇霊顧居雇聾1宅属常嵩苦誉話 ゼ暫叉晃爵キF記
入のうえお渡しいたしますので、

●修理を依頼されるとき

昌私墨五ご些とF哀言鬼窪ぞ拶¥背軽量 化

たがつてもう一度調べていただき、それでも具

●保証期間中は

お買い上げの販売店または弊社各営業所サービス係にご連絡ください。
保証規定にしたがって修理させていただきますので、保証書を添えてこ依頼くださしヽ。

●保証期間後は

お買い上げの販売店または弊社各営業所サービス係にご連絡ください。
修理することにより機能を維持できる製品については、ご希望により有料で修理させてい
ただきます。

●アフターサービスについてわからないときは
お買い上げの販売店または弊社各営業所サービス係にご連絡ください。

14-2 ヒューズの交換

ヒユーズが切れ、本機が動作しなくなった場合は、原因を取り除いたうえで、定権のヒューズ
と交換してくださぃ。

①下図を参照して、EIC電源コードのヒューズホルダーを開けます。

②切れたヒューズを取り出します。

③新しいヒューズを元どおりに納め、ヒューズ木ルダーを閉めます。

●交換のしかた

③

ヒユーズの定格
iC-2340 :10A
IC-2340M i15A
IC-2340D i15A
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14 保守について

14-3 リセットについて

本機に電源を投入したとき、または運用中にCPUの 誤動作や静電気の外部要因で、デイスプ

レイの表示内容がおかしくなった場合は、いつたん電源を切り、数秒後にもう一度電源を入れ

てください。

それでも異常があれば、次のようにリセット操作を行つてください。

なお、リセット操作には下記のような2とおりがあります。

①パーシャルリセット……メモリーチャンネル、プログラムスキャン用チヤンネル、コールチ

ャンネル、コー ドメモリー、ログメモリー、イニシヤルSETモー

ドの記憶内容を保持して、他の機能データをイニシャル (出荷時の

状態)設定値に戻します。

○オールリセット…………メモリーチャンネルなどを含むすべての機能データをイニシャル

(出荷時の状態 :CP82)設定値に戻します。

囚パーシャルリセットのしかた

1  尻留捨晃易乙/ツ
チを約0.5秒押して、しヽつた

ダイヤルツマミとSPCHスイッチを同時に

押しながら、約05秒間POWERス イッチを

押して、電源を入れなお丁

ンと〔子母宙営】姫施鞄

出荷時と同じ表示に戻る

|ィ互ゴ罫押

ギョヨ軍軍軍

r

◎ ◎

一働



保守について 14

回オールリセットのしかた

1  尻昌増暑易栓/ツ
チを約0.5秒押して、いった

◎

○

Ｃ

Ｃ

SETスイッチとsPcHスイッチを同時に押  全セグメントが点灯する
しながら、約0.5秒間POWEロ スイッチを押
して、電源を入れなおす

亀とン品施臨 約2秒後、出荷時と同じ表示に戻る

品鵠留爵習酔ゴ箱解母
田  皿 □回ヨ DUP― TSOL tて

'〕

聞★冒冒軍軍軍軍s縦鴨踏

!ギ互罫軍軍

イョヨ軍軍軍

,を押す

◎ ◎

●イエシャル(出荷時の状態)設定値

項 目 VHF帯 UHF帯
表 一不周 波 数 145.000MHz 433.000MHz

操 作 モ ド VFClモード VFOモード

ン ド 表 不 MAIN ナ シ

M― CHの 表 示 GHl OHl

M―CHの
周波数

1～ 50 145 000MHz 433.000MHz

lA 144.000MHz 430.000MHz

lb 干46.000MHz 440.000MHz

CALL‐ CHの 周波数 145.000MHz 433.000MHz

送 信 出 カ HlGH HIGH
SETモ ー ドの 内 容 すべて初期設定値に戻る(CP36)

イエシヤルSETモードの内容 すべて初期設定値に戻る(CP41)

ヨ ー ド メ モ リ ー すべて “000"に戻る
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一
一トラブルシューティング15

本機の品質には万全を期しています。下表にあげた状態は故障ではありませんので、修理に出す前に

もう一度点検をしてください。

下表にしたがって処置してもトラブルが起きるときや、他の状態のときは、弊社営業所のサービス係
まで、その状況を具体的にこ連絡ください。

態J犬 因原 置処 参照

電源が入らない ◎EltD電 源コードの接続不良

◎電源の逆接続

◎ヒューズの断線

●接続をやりなおす

●正常に接続し、ヒューズを取

り替える

●原因を取り除き、ヒューズを

取り替える

P9
P9、

60

P60

スピーカーから音が出

ない

◎スケルチが閉じている

(左に国しすぎる)

◎受信ミュート機能が“ON"に
なつている

◎VCILツマミが反時計方向に

なつている

◎外部スピーカーの接続不良

●SQLツマミを調節する

OMUTEス イッチを押して、

受信ミュート機能を“CIFF"
にする

●VCILツ マミを調節する

●接続を点検し、正常にする

Ｐ

　

　

Ｐ

P16

Pア

感度が悪く、強い局し

か聞こえない

◎同軸ケーブルの断線またはシ

ヨート

●同軸ケーブルを点検し、正常

にする

P10

SUBバンド側の感度

が悪い

◎SUBバンドオートミュート

機能が動作している

●SUBノミンドオートミュート

機能を “CIFF"にする

P37、

P40

電波が出ないか、電波

が弱い

◎送信出力が “LCIWi"ま たは

“LOW2"に なっている

◎MiCヨキクターの擦徹干員

●と0レスイッチを押して、

H10Hパ ワーにする

●ヨキクターの横市ピンを市体

する

P19

Fア

変調がかからない ◎MICコネクターの接触不良 ●コネクターの接続ピンを点検

する

P7

MAlNバ ンドで送信

出力の切り替えができ

ない

◎SUBバ ンドアクセス状態

((SUB)表示が点灯)になっ

ている

●SUBスイッチを約l秒押し

て、3UBバンドアクセス状

態を解除する

Pll

ダイヤルツマミまたは

マイクのUP/DNス
イッチで周波数の設定

ができない

◎周波数回ック機能が“CIN"に

なつている

◎MEMClま たはCALL-OH
モードになつている

0と 00<ズイッチを約1秒押

して、周波数回ック機能を解

除する

OV/MHzス イッチを押して、

VFClモードにする

F〕 47

P13

メモリー(スキップ)ス

キャンが動作しない

◎スケルチが開いている

◎VFOまたはCALL― CHモ
ードになっている

●SQLツマミを回して、雑音

の消える位置にする

OM/CALLス イッチを押し

て、MEMClモ ードにする

P16

P32
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トラブルシューティング 15

状   態 因原 置処 参照

プログラムスキャンが

動作しない

◎スケルチが開いている

◎MEMOまたはcALL― CH
モードになっている

◎プログラムスキャン用エッジ

周波数のM―GH“ IA"、 “lb"

に同じ周波数がメモリーされ

ている

◎SETモードの「プログラム

スキヤン範囲の設定」が “フ

ルスキャン"になっている

●SQLツマミを回して、雑首

の消える位置にする

●V/MHzスィッチを押して、

VFClモードにする

●M―CH“ lA"、 “lb"にちが

う周波数をメモリーする

OSETモードの「プログラム

スキヤン範囲の設定」を “プ

ログラムスキャン"にする

門

　

３
‐　
　
側

　

　

　

　

研

側

Ｐ
　
　
Ｐ
　
　
Ｐ

　

　

　

　

Ｐ

デイスプレイが異常な

表示になる

◎CPUが誤動作している ●CPUの リセット動作を行う P61

同時受信ができない ◎SUBバンドオートミュート

機能が動作している

●SUBバンドオートミュート

機能を“OFF"にする

P37、

40

lMHzス テップの可

変操作にならない

◎MEh/1Clま たはcALL-OH
モードになっている

●V/MHzスイウチを押して

VFClモードに戻し、再度V/
MHzスイッチを押す

PlB

マイクのUP/口 Nス
イツチがはたらかない

◎マイクのLtE10Kス イッチが
“CIN"に なっている

●L00Kスイッチを“CIFF"
にする

P5

マイクのDNスイッチ

を押すと、スキャン動

作になる

◎リモートモードになつている

◎ユーザーファンクションにな
つている

●リモートモードを解除する

0ユーザーファンクションを解

除する

Ｐ

Ｐ

マイクのPTTスイッ

チで送信しても、途中

で受信に戻る

◎タイムアウトタィマー機能が

“CIN"に なつている

●タイムアウトタイマー機能を

“CIFF"にする

Ｐ

Ｐ

64



一
一18

※測定値は、」AIA(日 本アマチュア無線機器工業会)で定めた測定法によります。
※定格、外観、仕様などは、改良のため、予告なく変更することがあります。

■iC-2340シ リーズの外観について

前面パネルの機種名表示は、本機のシリーズ名(iO-2340)が 表示されていますが、個々の機種名(10-2340/iC
-2340M/iC-2340D)は本機底画のシリアル番号シールに表示しています。なお、付属の機種名(Mま たはD)シ
ールは、ダイヤルツマミに貝占り付けてください。

一
６７

機 種

iC-2340 iC-2340M iC-2340D

一
　

般

　
仕
　
様

周 波 数 範 囲 144.000～ 146.000MHz/430000～ 440.000MHz

電 波 型 式 FM

アンテナインピーダンス 50Ω 不平衡

周 波 数 安 定 度 ±10ppm(一 ‖0℃ ～ +80。 C)

電 源 電 圧 DC13.8V± 15%

接 地 方 式 マイナス接地

使 用 温 度 範 囲 -10°0～ +60。C

外 形 寸 法 (突起物を除く)

140(W)× 40(H)
×149(□ )mm

140(W)X40(H)X165(El)mm

重 約1.26kg 約1.31Kg

受

　

信

　

部

受 信 方 式 ダブルスー ミーヘテロダイン方式

中 闇 周 波 数
144MHz帯 :17 20MHz/455kHz
430MHz帯 :30B5MHz/455kHz

受 信 感 度 12dB SINA□ -lSdBμ (O16″ V)以下

ス ケ ル チ 感 度 -lBdB〃 (0 13μ V)以下

選 択 度 15KHz(-6dB)以 上、30kHz(-60dB)TYP
ス プ リ ア ス 妨 書 比 60dB以上

低 周 波 出 力 2,4W以上 (BQ負荷 10%ひすみ時)

低周波員荷インピーダンス B〔1

受 信 消 費 電 流 受信待ち受け時 :1.2A/受信最大出力時 il.8A

送

　

信

　

部

送 信 出 力

LOWi出力時 約05W 約lW 約5W
LOW2出力時 約3W 約10W 約 1口W
HlGH出 力時 10W 25W 1 45WV(430MHz帯 i35W)

変 調 方 式 リアクタンス変調

最 大 周 波 数 偏 移 ±5 0kHz

マイクロホンインピーダンス 600Qエ レクトレット・コンデンサー・マイクロホン

ス プ リ ア ス 発 射 強 度 -60dB以下

送信消費電流

LOWi出力時
144MHz帯 :2.OA
430MHz帯 :22A

144MHz帯 :2.5A
430MHz帯 :3,OA

144MHz帯 :4.OA
430MHz帯 :4.5A

LOW2出力時
144MHz帯 :2.6A
430MHz帯 i3BA

144MHz帯 :4.5A
430MHz帯 :5.OA

144MHz帯 :5.5A
430MHz帯 :6=BA

HIGH出 力時
144MHz帯 :4.OA
430MHz帯 :45A

144MHz帯 :ア .OA
430MHz帯 :B.OA

144MHz帯 :10.5A

43BMHz帯 引D.5A



オプションー覧表

SP由 10

外部スピーカー

19=
SP-12
外部スピーヵ―

HM-77
EITMFメモリー付さAン ドマイクロホン

※UT-55と 合わせてご購入ください。

UT-6S
音声合成ユニット

MB由 17A
ワンタッチモービルブラケット

UT-89
トーンスケルチユニット

その他のオプション

AH-7000 固定用超広帯域アンテナ
SP-7   固定用外部スピーカー
HM-78  補修用Aン ドマイクロホン
MB-59  補修用車載ブラケット
OPC-344 1C-2340補 修用電源ヨード
OPC-345 1C-2340M/□ 補修用電源ヨード

EITMFエンコーダー/デコーダーユニット
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